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 第二章では、芸術作品における表象のアイデンティティの問題を扱ったジェイムズの短編“The Real Thing”（「ほ






















































は、恋文の消滅を語るティーナの語り、The Aspern Papers という語り手の語り、さらには、この中篇を読む批評家
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の語りをも生み出していくのである。 
































品テクストの綿密な解読に裏付けられており、たとえば、In the Cage の女性電信士による「読むこと」と「書くこ
と」の実践が「現実」を構築していくプロセスを分析した第３章など、注目すべき作品解釈を生み出している。 
 第３部では、「アメリカ」ないし「アメリカ文学」という集合的・文化的なアイデンティティ構築の問題に関心が
移るが、The Aspern Papers におけるアメリカ人詩人の「遺稿」探索をめぐる物語とジェイムズの Hawthorne 論と
の関係を鋭く突いた議論（第６章から第７章）は、文化的なアイデンティティ構築の問題を、文学テクストや作家存
在の同一性という前半の関心に巧みに関連させつつ論じていて、本論文でもとくに秀逸な議論と評価できる。 
 脱構築的なテクスト解読と文化的アイデンティティヘの問題関心が、全体としてより有機的に結びつけられたなら
ば、本論文はさらに完成度の高い論文になったといえるかもしれないが、そのことによって本論文の価値が損なわれ
るわけではない。 
 以上のように、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として十分価値あるものと認められる。 
